
＜地場産品の加工・販売を実施している事例＞

○地場産品の付加価値向上で農業生産活動の継続へ

１．集落協定の概要

市町村･協定名 北海道上川郡当麻町 第 2
かみかわぐんとうまちょう だいに

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
14ha 水稲･野菜･牧草

交 付 金 額 個人配分 0％
288万円 共同取組活動 集落各担当者の活動に対する経費 2％

100％ 農業生産活動等に関する経費 10％（ ）
農業生産活動等の体制整備に対する経費 74％
その他（事業実施積立金） 14％

協定参加者 農業者 2人、農業生産法人 1法人

２．取組に至る経緯

当集落は当麻町の東部に位置し、JR当麻駅より車で10分の距離にある。強粘土と石が

らの多い土質が広がり、町内でも際立って急傾斜の法面が多い水田地区である。また、

所々農地への出入口や農道が狭いため作業効率が悪く、生産性・収益性が低い。地域全

体の高齢化も進んでおり、農用地の荒廃が進んでいる。

このため、農作業効率・収益性を高め、将来にわたって持続的な農業生産活動等を可

能とするため取組むこととした。

３．取組の内容

・共同利用機械の導入による省力化

法面農道等の草刈を容易にするため、トラクターと脱着式ブームモアを導入

・農産加工施設の設置

地場産米や大豆を主体としたこうじ・みそ加工施設を設置し、製造・販売を実施

・農業体験農園、若者との交流会を開催

地域の高齢化を抑制するため、研修生を積極的に受け入れ、また、70aの農業体

験農園を作り、若者との交流会を企画し開催

ブームモアでの草刈作業 農産加工施設でのみそ仕込み作業



［集落の将来像]
○ 農作業効率を高めるため、トラクター等の重機の移動を容易にする農道整備
○ 景観対策のための草刈徹底のため、ブームモアと中古トラクターの導入
○ 収益性を高めるための地場産品付加価値向上に、加工施設の設置
○ 都市との交流、若者が集う機会を作るため農業体験・交流の場を設定

［将来像を実現するための活動目標]
○ 共同利用機械の導入による草刈の省力化
○ 米こうじ・みその加工販売
○ 都市・若者との交流
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 対象農地周辺の環境美化 機械農作業の共同化
（ゴミ拾い等） ブームモア・トラクター導入

個別対応
共同取組活動 共同取組活動

水路・作業道の管理
・水路 清掃 年1回 地場産品生産物等の加工・販売

草刈り年2回 農業生産活動の体制整備 農産加工施設建設（こうじ20
、 ）・農道 見回り（定期） kg みそ100kgの製造・販売

補修･草刈（随時） 農地法面、水路、農道等
補修･改良 共同取組活動

共同取組活動 (必要箇所の補修･改良、
農道3,150㎡の砂利敷等)

（ ）研修生等の受け入れ 目標1名
農地法面の定期的な点検 共同取組活動 農業体験農園の設定（70ａ）

（随時） 若者との交流(交流会開催）

共同取組活動 共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

地域の高齢化・担い手不足の中、共同作業機の導入により草刈作業の省力化ができ、

効率的な作業が行えるようになった。また、加工施設の建設により、今後、付加価値を

付けた特産加工品の販売が行えるようになることから、収益の向上に期待が高まる。

今後、特産加工品の販売継続のために新たな販路開拓も必要である。また、担い手の

育成・確保が課題であるため、研修生の受け入れや農業体験への受け入れの継続が必要

である。

［平成21年度までの主な成果］
○ 農業体験・都市との交流（当初0件、目標：交流会開催、H20実績：交流会3件開催）
○ 研修生の受け入れ（当初0名、目標1名、H19実績1名）


